
平成27年度地域創造大賞（総務大臣賞）受賞施設紹介 

 

札幌市こどもの劇場 やまびこ座【札幌市】 

 

 

◎“子どものための劇場”の先駆け 

人形劇・児童劇など子どものための舞台芸術体験を目的とした専用施設。道内

の人形劇団が交流する札幌人形劇祭の他、初心者のための人形劇講座、子ども

のための人形浄瑠璃体験講座、小学生および中高生による児童劇団、中高生を

対象にした人形浄瑠璃クラスなどの人材育成に力を入れ、長年にわたり舞台

芸術を通じた子どもたちの情操教育に尽力した。 

運営：公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会 開館：1988 年 

横浜美術館【横浜市】 

 

 

撮影：笠木靖之 

◎“創造的な国際都市のシンボル”として貢献 

横浜トリエンナーレを開催する国際都市・横浜のシンボル施設。現代作家の

大規模な個展をはじめとした世界的な視野に立つ企画展、1万点を超える充実

したコレクションを活かしたコレクション展、若手アーティストを取り上げ

る「New Artist Picks」に加え、子どものアトリエなどの教育普及事業にも

力を入れるなど、創造的な国際都市のシンボルとして貢献した。 

運営：公益財団法人横浜市芸術文化振興財団 開館：1989 年 

まつもと市民芸術館【長野県松本市】 

 

◎“劇場のある街の魅力”を発信 

セイジ・オザワ松本フェスティバルの主要会場であり、松本市の音楽・演劇の

拠点施設。質の高い鑑賞事業を行うとともに、芸術監督のリーダーシップに

より作り手・市民・街を巻き込んだプロデュース事業を展開。街なかで行う信

州まつもと大歌舞伎のお練り、大道芸、特設劇場 Flying Theatre 公演等によ

り、劇場のある街の文化を醸成し、魅力ある地域づくりに貢献した。 

運営：一般財団法人松本市芸術文化振興財団 開館：2004 年 

吹田市文化会館メイシアター【大阪府吹田市】 

 

 

◎“マネージメント力”で近郊型ホール運営を実現  

千里ニュータウンのある吹田市の舞台芸術の拠点施設。ホール付属のレスト

ラン経営により自主財源を調達するなど公益法人として自律した経営を実

践。年間 90 本を超える幅広いプログラムを主催・提携・受託・大学共同事

業としてマネージメントするとともに、少年少女合唱団、ティーンズクラシ

ックといった育成事業にも力を入れ、長年にわたり市民の文化的な生活に貢

献した。 

運営：公益財団法人吹田市文化振興事業団 開館：1985 年 



坂本善三美術館【熊本県小国町】 

 

 

◎“コミュニティの絆を育む場”として尽力 

小国杉に見守られた場所に明治 5 年に建てられた古民家を移築した全館畳敷

きの美術館。この地で生まれ、“グレーの画家”“東洋の寡黙”と称された洋画

家・坂本善三の作品約 500 点を収蔵。作家の原点である郷土の原風景を伝える

とともに、子どもたち・地域住民・アーティストとの交流を意欲的に図り、コ

ミュニティの絆を育む場として長年にわたり尽力した。 

運営：小国町 開館：1995 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫陶芸美術館【兵庫県】 

 

 

 ◎陶芸文化を振興する“エコミュージアム”の旗手 

日本六古窯のひとつ丹波焼最大の窯業地である丹波立杭地区にある美術館。平

安時代末期から続く陶芸文化の継承と振興を目的とし、古陶磁や現代陶芸の展

覧会に加え、約 60 軒ある窯元が指導する多彩なワークショップを実施。明治

28 年築窯の登窯の修復・活用にも取り組むなど、地場産業の陶芸文化を地域丸

ごと継承するエコミュージアムの拠点として新たな道を拓いた。 

運営：兵庫県 開館：2005 年 

 

雲南市加茂文化ホール ラメール【島根県雲南市】 

 

 

◎生涯学習による“心豊かな生活”を推進 

旧加茂町が掲げた「遊学の郷」の拠点施設として開設。市が出資した株式会

社キラキラ雲南が運営。市民や中高生の文化活動を支援するとともに、市内

各所でクラシックの音楽会を開く「熱響 UNNAN」、幼児から高校生までを対象

にしたミュージカルスクール、放課後の子どもたちのための「わくわく教

室」などを実施し、生涯学習による心豊かな生活を推進した。 

運営：株式会社キラキラ雲南 開館：1995 年 


